
　

桜
花
爛
漫
と
な
っ
た
４
月
７
日
、
平

成
最
後
の
茨
城
県
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
交
流
大
会
が
、
茨
城
町
運
動
公

園
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
に
て

開
催
さ
れ
、
茨
城
県
会
員
１
４
０
人
の

男
女
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
林
宣
夫
町
長
の
挨
拶
か
ら
は
じ

ま
り
、
晴
天
の
も
と
、
絵
に
描
い
た

よ
う
な
満
開
の
桜
を
背
景
に
プ
レ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

成
績
発
表
は
、
男
女
と
も
ゴ
ー
ル

ド
シ
ニ
ア
と
シ
ニ
ア
の
２
部
門
ご
と

に
行
わ
れ
、
茨
城
町
の
会
員
は
18
人

の
参
加
の
う
ち
、
６
人
が
優
勝
・
準

優
勝
を
は
じ
め
、
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
藤
井
悦
夫
さ
ん
と
功

子
さ
ん
は
夫
婦
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
は
、

今
年
の
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
と
し

て
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
コ
ー
ス
で

９
月
15
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

も
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　

町
の
会
員　

県
交
流
大
会
で
上
位
入
賞

廣　

木　
　
　

潔

レ
ポ
ー
タ
ー

大会結果一覧

写真（後）川口淳三、藤井悦夫、辻井壽男
　　（前）藤井功子、志賀とし、中島美智枝
写真（後）川口淳三、藤井悦夫、辻井壽男
　　（前）藤井功子、志賀とし、中島美智枝
写真（後）川口淳三、藤井悦夫、辻井壽男
　　（前）藤井功子、志賀とし、中島美智枝

・女子ゴールドシニアの部
　優　勝　　藤井　功子
　３　位　　志賀　とし
・女子シニアの部
　５　位　　中島美智枝
・男子ゴールドシニアの部
　準優勝　　川口　淳三
・男子シニアの部
　５　位　　藤井　悦夫
・ホールインワン賞
　辻井　壽男
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健康増進課（保健センタ
ー）７月の予定

日   曜日 事　業　名 受付時間

１

２

３

４
９
10

12

12
16

19
20
23
25
26

月

火

水

木
火
水

金

金
火

金
土
火
木
金

大腸がん検体回収（4日、9日、

17日、29日も同時刻に実施）

健康診査（旧川根小体育館）

健康診査（ゆうゆう館

11日、18日、27日も同時刻に実施）

５歳児健診
１歳６か月児健診

健康相談
８～９か月児育児相談

健康診査
（宮ケ崎新農村集落センター）

パパママ教室（申込制）

健康診査（駒場庁舎）

健康診査（ゆうゆう館）夜間

総合健康診査（申込者、ゆうゆう館）

３歳児健康診査

健康診査（ゆうゆう館）早朝

大腸がん検体回収

8:30 ～ 10:00

9:30 ～ 11:30

13:00 ～ 14:00

9:00 ～ 11:00

13:00 ～ 14:30

13:00 ～ 13:30

13:00 ～ 13:30

9:00 ～ 11:30

9:45 ～ 10:00

9:30 ～ 11:30

13:00 ～ 14:00

13:15 ～ 13:30

9:00 ～ 11:00

13:00 ～ 14:30

17:00 ～ 20:00

7:00 ～ 11:00

13:00 ～ 13:30

7:30 ～ 11:30

8:30 ～ 10:00

17:30 ～ 19:00

　

熱
中
症
と
は
、
主
に
初
夏
か
ら
夏
に
か

け
て
環
境
に
体
が
適
応
で
き
な
い
こ
と
で

起
こ
る
様
々
な
症
状
の
総
称
で
す
。
晴
天

の
暑
い
時
だ
け
で
な
く
、
湿
度
の
高
い
時

（
梅
雨
な
ど
）
も
起
き
や
す
く
、
高
温
多
湿

で
あ
る
、
梅
雨
明
け
の
暑
い
と
き
が
最
も

発
症
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
高
齢
者

が
多
い
で
す
が
、
小
児
も
か
か
り
や
す
い

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
は
、
低
年
齢
ほ
ど
症
状
を
う
ま

く
言
え
な
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

症
状
は
進
行
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ

の
後
の
経
過
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
力
で
水
分
が
飲
め
な
い
、
意
識
が
な

い
な
ど
悪
化
す
る
よ
う
な
ら
速
や
か
に
救

急
車
な
ど
で
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

●
天
候　

梅
雨
の
合
間
の
晴
れ
間
・
梅
雨

明
け
・
30
℃
以
上
は
注
意
！

●
服
装　

薄
い
色
の
服
。
吸
湿
性
や
通
気

性
の
良
い
素
材
。
屋
外
で
は
帽
子
の
着

用
。
直
射
日
光
を
避
け
、
保
冷
剤
を
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
地
面　

地
面
の
熱
に
注
意
！　

外
出
時

は
日
陰
を
選
ぶ
な
ど
注
意
が
必
要
で
す
。

●
体
調
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル　

十
分
な
睡
眠

（
午
後
の
昼
寝
は
効
果
的
）。
食
事
を
し
っ

か
り
と
る
。
胃
腸
炎
や
風
邪
な
ど
に
か

か
っ
て
い
る
と
き
は
、
熱
中
症
に
か
か

り
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

●
水
分
補
給　

の
ど
が
渇
く
前
に
こ
ま
め

に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。
大
量
の

汗
を
か
い
た
と
き
に
は
塩
分
の
補
給
も

忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
室
温
設
定　

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上

手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
室
内
の
温
度
は

28
℃
を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
小
児
が
い
る
家
庭
で
は
次
の
こ
と
も
気

を
付
け
ま
し
ょ
う

●
暑
さ
に
な
れ
る　

日
頃
か
ら
適
度
に
外

遊
び
を
し
て
、
暑
さ
に
慣
れ
さ
せ
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。

●
車
内　

暑
い
環
境
に
置
き
去
り
に
し
な

い
。
乳
幼
児
は
自
力
で
移
動
で
き
ま
せ

ん
。「
寝
て
い
る
か
ら
」「
ち
ょ
っ
と
の

時
間
だ
か
ら
」
で
も
放
置
は
危
険
。
特

に
車
内
の
置
き
去
り
は
絶
対
や
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
先
】
健
康
増
進
課

☎
０
２
９（
２
４
０
）７
１
３
４
（
直
通
）

　

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス
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写真（後）川口淳三、藤井悦夫、辻井壽男
　　（前）藤井功子、志賀とし、中島美智枝

　
住
宅
修
理
の
際
に
保
険
金
が
支
払
わ

れ
る
の
か
、
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

突
然
、
来
訪
し
て
き
た
事
業
者
が

「
家
屋
に
壊
れ
た
と
こ
ろ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
損
害
保
険
で
負
担
な
く
修

理
が
で
き
ま
す
。」
な
ど
と
勧
誘
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
申
込
書
の
内

容
を
よ
く
見
る
と
、
説
明
を
受
け
て

い
な
い
手
数
料
に
つ
い
て
の
記
載
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

次
の
こ
と
を
確
認
し
、
被
害
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
金
を
使
っ
て

　

住
宅
修
理
を
す
る
際
の
注
意
点

①
保
険
契
約
の
内
容
を
確
認  

  　

自
然
災
害
に
よ
る
住
宅
修
理
に

つ
い
て
「
保
険
金
が
支
払
わ
れ

る
」
と
事
業
者
に
勧
誘
さ
れ
て
も
、

損
害
保
険
金
が
実
際
に
い
く
ら
支

払
わ
れ
る
の
か
、
ま
た
、
本
当
に

保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
の
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
自
分
が

加
入
し
て
い
る
保
険
契
約
の
内
容

を
よ
く
確
認
し
、
契
約
し
て
い
る

保
険
会
社
や
代
理
店
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

②
手
続
き
の
手
数
料
は
、
補
償
対
象

と
な
り
ま
せ
ん  

　
　

住
宅
修
理
と
は
別
に
、
保
険
金

を
請
求
す
る
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
い
う
契
約
を
さ
せ
ら
れ
、

そ
の
手
数
料
を
請
求
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
保
険
金

の
手
続
き
の
手
数
料
は
損
害
保
険

の
補
償
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

③
家
族
や
周
り
の
人
に
相
談  

　
　
「
自
己
負
担
は
な
い
」
と
住
宅

の
修
理
を
勧
誘
さ
れ
て
も
、
本
当

に
負
担
な
く
必
要
な
修
理
が
で
き

る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、
修

理
の
必
要
性
や
契
約
内
容
を
よ
く

確
認
し
、
家
族
や
周
り
の
人
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　

契
約
内
容
な
ど
に
つ
い
て
不
安
な

こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
茨
城
町
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付
日
時　

水
曜
日
を
除
く
平
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
４
時

【
問
合
せ
先
】

茨
城
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９（
２
９
１
）１
６
９
０（
直
通
）

消費生活
センター

「
保
険
金
の
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」

と
勧
誘
す
る
住
宅
修
理
に
ご
注
意
！

○
秘
境
駅
の
待
合
室
は
人
も
な
く
青
葉

隠
れ
に
鳴
く
時
鳥

皆
藤　

利
通（
下
土
師
）

煙
手
創
り
の
我
が
家
の
庭
に
射
す
陽
光
咲

き
て
誇
ら
ん
薔
薇
の
饗
宴

海
老
澤
昭
廣（
小　

鶴
）

煙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
三
十
人
分
の
カ
レ
ー
作
り

　
野
球
少
年
ら
ど
ど
ー
っ
と
や
っ
て
来
る

河
野　

久
子（
網　

掛
）

　

親
を
追
う
子
鴨
が
六
羽
列
な
し
て
春

の
日
浴
び
る
千
波
湖
岸
に

　

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

　

雨
や
み
し
野
山
に
降
れ
る
光
あ
り
こ

い
の
ぼ
り
高
く
泳
げ
る
を
見
る

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

久
慈
川
の
清
き
流
れ
や
水
の
音
釣
り

人
集
う
六
月
一
日

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
）

　

五
月
晴
れ
大
型
田
植
機
よ
う
や
く
出

番
三
日
見
ぬ
ま
に
美
田
と
変
わ
る　

　

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

　

庭
先
の
バ
ス
ケ
の
リ
ン
グ
に
孫
た
ち

は
声
ま
で
と
ば
し
シ
ュ
ー
ト
に
挑
む

二
宮
不
二
子（
大　

戸
）

　

高
木
に
春
雪
の
ご
と
山
法
師
わ
れ
の

出
番
と
あ
ち
こ
ち
あ
ま
た

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

紅
白
帽
遊
戯
に
リ
レ
ー
綱
引
き
と
応

援
の
か
が
や
く
笑
顔

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

（
評
）
浦
井
さ
ん｜

こ
の
時
季
の
田
ん
ぼ
は
、
昼
は
雲

を
映
し
て
輝
き
、
夜
は
月
明
か
り
に
よ
っ
て
鏡
の
様
に

光
る
な
ど
し
て
、と
て
も
き
れ
い
だ
。
ま
だ
小
さ
な
苗
が
、

風
が
吹
く
と
そ
よ
ぐ
風
景
は
、
日
本
の
原
風
景
と
も
い

え
る
。
田
口
さ
ん｜

毎
年
や
っ
て
来
る
燕
は
愛
ら
し
く

思
え
る
。「
今
年
も
よ
く
来
た
ね
。」
秋
山
さ
ん｜
悠
々

と
空
を
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
は
、
ど
の
よ
う
な
景
色
を
見

て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
評
）
皆
藤
さ
ん｜

自
然
豊
か
な
風
景
の
残
る
秘
境
駅

な
の
で
あ
ろ
う
。
人
気
の
な
い
待
合
室
で
時
鳥
の
鳴
く

声
に
心
傾
け
る
作
者
。
贅
沢
な
時
間
が
流
れ
る
。
海
老

澤
さ
ん｜

手
作
り
の
庭
に
植
え
た
薔
薇
が
見
事
な
花
を

咲
か
せ
た
。
春
の
陽
光
に
映
え
て
耀
く
薔
薇
の
饗
宴
。

自
慢
の
わ
が
庭
。
喜
び
が
伝
わ
る
。
河
野
さ
ん｜

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
野
球
少
年
た
ち
の
カ
レ
ー
作
り
を
し
た
。
お

腹
を
す
か
せ
た
少
年
達
が
我
先
に
と
や
っ
て
く
る
様
子

を
「
ど
ど
ー
っ
と
」
と
い
う
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
表
現
。
楽
し
い
。

○
早
苗
田
や
水
面
を
照
ら
す
夜
半
の
月

　
　
　
　
　
　

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
）

煙
海
凪
ぎ
て
つ
ば
め
飛
来
す
古
巣
恋
う

　

田
口　

正
子（
南
川
又
）

煙
思
い
出
を
息
子
と
話
す
こ
い
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

新
緑
の
憂
い
の
庭
に
戯
む
小
鳥

海
老
澤
昭
廣（
小　

鶴
）

　

遠
蛙
里
は
た
ち
ま
ち
水
の
田

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

新
緑
に
藤
色
の
地
図
描
き
け
り

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

　

洞
窟
の
七
夕
に
咲
く
ひ
か
り
ご
け

石
井
千
恵
子（
海
老
沢
）

　

一
服
の
お
茶
が
お
い
し
い
青
田
風

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

愛
宕
山
背
に
し
て
田
植
始
ま
り
ぬ

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

　

五
月
晴
記
録
破
り
の
猛
暑
か
な

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所

氏
名
明
記
の
上
、
月
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】
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４
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）
７
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２
６
（
直
通
）
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